
第2回　アドバンスト(B級) 12月18日(日)
第7回　ベーシック(C級) 　12月18日(日)
2023年4月 第8回 ベーシック(C級) 開催予定

受験生の方の声

Q 受験を通し何を学びましたか

 ・ EPAについて具体的な内容（僅少や譲許表の見方等）
　について正確に理解していなかったので、実務的な面
　だけではなく、基礎のルールから知ることができました。

 ・ EPAの書類を作成する際、必要な項目、なぜその項目
　が必要なのかが分かりました。漠然と上書きするので
　はなく、内容を理解して書類を作成することができる
　ようになりました。

 ・ 日常業務では書類作成で手一杯で、原産性の判定計
　算式など深く学ぶことができませんでしたが、今回検定
　の為に勉強することでバラバラで曖昧になっていた知
　識を整理し、体系的に理解することができました。

Q この検定で得たものをどのように
　仕事に活かすことができますか

 ・ 通関業務に従事していますが、お客様から質問された際
   に、そのお客様にとって有利になる方法を選択し、EPA税
   率を適用できるように働きかけるなど、具体的な提案をす
   ることに役立っています。また、通関業務では関税の原産
　地ポータルを参照する際にEPA検定の背景知識がある
　と、とても読みやすいです。

 ・ TPP11、日EU・EPAの発効からEPAのメディア露出が
　多くなり、社内での注目度が上がり、書籍・セミナー等学
　習の機会が増えましたが、その習熟度を測るものさしが
　ありませんでした。EPA検定の資格を得たことで、習熟
　度を証明でき、EPA推進に説得力を持たせることがで
　きました。



・EPAビジネス実務検定（EPA検定）受験の指針ベーシック版（C級）
・EPA実務アドバンストテキスト　　　　　　　　　　【MHJ出版】

RCEP

　シンガポール協定を皮切りに、日本と二国間のEPA(経
済連携)が結ばれてきましたが、TPP11(CPTPP：環太平洋
パートナーシップに関する包括的及び先進的な協定)、日
EU・EPAさらにはRCEPが発効され、いわゆるメガEPA時
代の幕が開けました。
　日本の貿易総額に占めるEPA発効済国との貿易割合
であるEPAカバー率は、メガEPAの出現により年々上昇し
ています。
　今後、EPAのカバー率は80％にまで上がり、これまで経
験したことのないEPA全盛期が到来します。このような貿
易環境の中、貿易を含む国際取引においてEPAの実務
知識は、より有利な取引やサプライチェーンを構築するた
めに必須のものになります。

新型コロナウィルス（COVID-19）感染拡大防止の観点からWeb試験の
方法により実施しております。
通信環境のある全国各地で受験していただくことができます。
受験に要する通信環境及びディバイスは各自でご用意ください。

TPP11協定（CPTPP:環太平洋パートナーシップに関する包括的及び先進的な協
定）：カナダ、オーストラリア、シンガポール、チリ、日本、ニュージーランド、ブルネ
イ、ベトナム、ペルー、マレーシア、メキシコの11か国が加盟
RCEP （地域的な包括的経済連携協定）：ASEAN10か国及び日本、韓国、中国、オー
ストラリア、ニュージーランドの15か国が加盟

• 学校等の教育機関・各種法人・企業等の団体は、所属する学生・受講生・
社員の方を取りまとめ、一括して受験申し込みをすることができます。
• 団体受験の場合も受験者個々人に受験アカウントを発行し、web試験の
方式により受験していただきます。
• 団体受験申込の場合、当協会から団体のご担当者様宛に受験票、及び合
否結果をお送りいたしますので、成績等を把握でき、一括管理することが
できます。なお、団体受験の条件としまして、教育機関、各種法人、企業等
の団体であり、原則として10名以上とさせていただきます。なお10名未満
の場合でも一度当協会事務局までご相談ください。

（2022年4月現在）


